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国際ロータリー第２７８０地区 

横須賀北ロータリークラブ週報 

２０２５～２０２６年度 

例会日  毎週火曜日 12：30～13：30 

例会場  かながわ信用金庫追浜支店３階 横須賀市追浜本町 1－28 

                      TEL 046（866）1515 

事務所  鈴木ハイツ２F         横須賀市追浜町 3-22-202 

                      TEL・FAX 046（866）1801 

                  URL：http://www.yokosukakita-rc.jp/ 

                                    E -mail:info@yokosukakita-rc.jp 

 

会  長 小菅 健史  副  会  長  竹永  薫 

 

幹    事 武藤 修儀  会報委員 長  鶴山  亮 

 

第２９８０回 ２０２６年 ５月 ２６日『火曜日』横須賀北ＲＣ 

点 鐘 

合 唱  「横須賀北ロータリークラブの歌」 

司 会  小菅 健史 会長 

ゲスト    ﾀｳﾝﾆｭｰｽ社横須賀支店長 

        安池 裕之 様 

ビジター 

誕生日祝い   

入会記念日のお祝い 

 

「出席報告」 

（本日）5月 26日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

24名 24 名 12名 50.00％ 6名 18名 75.00％ 

（前々回）5月 12 日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

24名 24 名 13名 54.17％ 4名 17 名 70.83％ 
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「メーキャップされた会員」 

5/22 横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 千葉 茂会員 

「ニコニコＢＯＸ」 

三役  本日はﾀｳﾝﾆｭｰｽ社横須賀支店長安池裕之様卓話宜しくお願い致

します。また 5月 28日第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟの入会 3 年未満ｾﾐﾅｰに出席さ

れる皆様 宜しくお願い致します。 

福嶋義信会員 安池裕之様 卓話宜しくお願い致します。 

近藤智平会員 ﾀｳﾝﾆｭｰｽ社横須賀支店長安池裕之様ｽﾋﾟｰﾁ楽しみにしております 

鶴山 亮会員 安池様お久しぶりです。本日のｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願い致します 

嶋田崇宏会員 本日はﾀｳﾝﾆｭｰｽ社横須賀支店長安池裕之様 ｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願い

致します。楽しみにしております 

後藤 仁会員 皆様 寒暖差の大きい日もありますがご体調崩されていません

でしょうか。安池様ｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願い致します 

前川永久会員 安池裕之様 ｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願い致します 

 

ニコニコＢＯＸの合計は 8,000 円（累計 351,000 円） 

財団ＢＯＸの合計は 8,000 円(累計 103,547 円) 

ご協力有難うございました。次週も宜しくお願い致します 

 

「会長あいさつ」 

・先週ほかの会合がありまして初めてお休みさせて頂きました。本日は 

横須賀のことを熟知されている安池様にお話を伺いたいと思います。 

宜しくお願い致します 

 

「幹事報告」 

◎横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞより例会のご案内受領 

◎配布 ①第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ IM報告書 

    ②ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信 

◎回覧 ①6月例会予定出欠表  

②会員名簿…ご自分のところのご確認をお願い致します 

③週報 横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

◎本日は 5 月最終例会ですので財団 BOX を廻します。ご協力宜しくお願い致し

ます 

◎6 月の最終例会夜間例会の場所が決まりました。「とんかつ勝」で 18：30 か

らです。ご出席宜しくお願い致します 

「委員会報告」  
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「スピーチ」 

【横須賀・三浦 2026 観光最前線  

ﾀｳﾝﾆｭｰｽ社横須賀支店長 安池 裕之 様」 

 

横須賀は「小栗推し」で熱気 

大河ﾄﾞﾗﾏ決定でﾌﾞｰﾑへの助走 

2007年の NHK大河ﾄﾞﾗﾏが「逆賊の幕臣」に決まった昨年の 3月

の発表以来、主人公となる幕末の幕臣・小栗上野介忠順(1827～

68)への関心が日増しに高まっている。小栗が建設に尽力した横須賀製鉄所（現

在の米海軍横須賀基地の位置に相当）を擁する横須賀は、物語の重要な舞台とな

ることが予想され、ﾄﾞﾗﾏﾌｧﾝや観光客から熱い視線が注がれるのは必至だ。今年

は受け入れ態勢の準備など「小栗ﾌﾞｰﾑ」への助走期間となりそうだ。 

日本の近代化と横須賀発展の礎を築きながら、明治維新後は「逆賊」の汚名を

着せられた小栗。その復権と再評価は地元にとって長年の悲願であった。今回の

大河ﾄﾞﾗﾏ決定は、その功績を全国へ発信するまたとない好機となる。 

注目すべきは、ﾄﾞﾗﾏ放送に先駆けた文化芸術面でのｱﾌﾟﾛｰﾁだ。市内では早くも、 

小栗の波乱に満ちた生涯をﾃｰﾏにした新作ﾐｭｰｼﾞｶﾙや、伝統芸能である「能」の舞

台公演が発表された。硬派な歴史的評価にとどまらず､ｴﾝﾀｰﾃｨﾒﾝﾄの力を借りて、

その人物像や情熱をより幅広い層へ浸透させる狙いがある。 

ﾐｭｰｼﾞｶﾙは、団体「PROJECT OGURI」が 10月の横須賀公演に向けて準備を進め

ている。ｵﾘｼﾞﾅﾙ劇で、東京や劇団四季で活躍してきたﾐｭｰｼﾞｶﾙ俳優陣が演じるほ

か、横須賀出身の役者にもｵﾌｧ－をかけているという。その前段として「地域の

歴史を知る歌劇～小栗忠順～」を 2 月 11 日(水）に横須賀市はまゆう会館で上

演。小栗の生涯をﾗｯﾌ ・゚ﾀﾞﾝｽ・和楽器のｺﾗﾎﾞで表現する意欲作だ。新作能「小栗」

と題した舞台も 11 月に横須賀芸術劇場で演じられる見通しだ 

 

 

 

 

 

 

 


